
 

 

 

 

 

学校の教育目標「元気とやる気とやさしさあふれる上北っ子の育成」

を達成するため、育成を目指す資質・能力を「協働的な学び（知識・技

能）」「表現力（思考力・判断力・表現力等）」「基本的習慣（学びに向か

う力、人間性）」と定め、組織的に取り組んでいます。 

 
学校経営から学ぶ 
本校は、行事後の反省においては、「どのような力がついたのか」「今

後どのような活動を取り入れると良いか」と、内容よりも上記の資質・

能力が育成されたかを意識するようにしています。今後は、これらの資

質・能力を、学年に応じた内容へと進化していくことが期待されます。 

また、そのような資質・能力を子ども達が発揮できるために、児童会

とも協力しながらほめることを中心に取り組んでいます。例をあげれ

ば、縦割り班の活動では上級生が下級生をほめるだけでなく、下級生も

上級生から学んだことを伝えています。また、給食前の放送でも、子ど

も達が良かった事を伝えています。安心、安全な環境をつくることで、

それぞれの子どもらしさを出せるような取組は見事です。 

また、小―小連携においては、ブロック内の３校の１年生がオンライ

ンを使った交流を行っています。このようなことを継続していれば、コ

ロナが落ち着いたらさらなる交流も期待できますね。 

 
授業から学ぶ 
基本的な学習習慣が確立されているので、全

ての学級において子ども達が自分の思いを発言

する様子を見ることができました。特に算数の

授業では多様な考えが出され、私たち教師も多

くの事が学べ、今後の指導に活かせると思いま

した。また、指導案の「振り返り」も、教師が

願う具体的なゴールの姿を子どもが表現するよ

うな言葉で示しているので「ねらい」との連動

や評価規準が明確でした。 

今後は、子どもどうし

の学び合い等を多く取り

入れることで、学校が育

成を目指す資質・能力が

育成されると思いまし

た。その際は、教師は全

体を俯瞰的に見ること

で、それぞれのグループ

の良さや進捗について形

成的な評価を行い、次へ

の活動につなげると良いと思います。 
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